
実行力で、選ばれる街 岐阜市の実現

＊公約については、政策の進捗を定期的に公表します。 ＊公共施設マネジメント条例の制定、中期財政フレームの策定など行財政改革に取り組み、施策を推進できる財政運営を行います。

Ⅱ. 政策

① 子育て支援
◎岐阜市子ども・若者総合支援センター
"エールぎふ"の総 点 検 結 果を活かした 
改革の推進
◎民営 化した保 育園の園舎 建 替えと、 
市立保育所の改修や再編により、保育環
境の充実の推進
◎放課後児童クラブの民間委託等によ
り、クラブの受入人数を確保し、仕事と子育ての両立支援の推進
◎絵本の読み聞かせの普及で、愛に溢れる温かい家庭づくりの推進

① 働く場づくり・産業振興
◎ものづくり産業等集積地計画に着実に取り組むことで、三輪・柳津・黒野地区で 
企業立地の推進
◎スタートアップ支援を強化する市役所の体制の構築
◎農業と産業の一体的なビジョンの策定
◎都市近郊農業振興に向けた生産緑地制度の弾力的な運用
◎岐阜市中央卸売市場の再整備の推進
◎岐阜産業会館閉館後の利活用に係る県との協議の継続

② 教育
◎子ども達が学びに繋がることで、孤独・孤立に陥らないように、児童生徒の不登校
対策、特に不登校の低学年化の課題への取り組みの推進
◎不登校児童生徒の"エールぎふ"での支援と教育委員会・学校との更なる連携の
推進
◎小中一貫の義務教育学校「藍東学園」の開校により、未来の学校の実現を推進
◎「岐阜市学校施設長寿命化計画」の見直しの実施
◎学校教育施設のLED化の推進
◎食農教育の推進
◎市立岐阜商業高等学校と岐阜市立女子短期大学の組織のあり方を含めた高大
接続の更なる推進
◎「岐阜市立新大学基本計画」に基づき、市立新大学の開校に向けた取り組みの推進
◎岐阜薬科大学のキャンパス移転・統合を進めるとともに、岐阜県・岐阜大学・岐阜薬
科大学・岐阜市で構成するWGで、ライフサイエンス拠点づくりの推進
◎岐阜市の子ども達が、市のイベントの企画・運営に主体的に参加できる仕組み 
づくりの推進

② 居場所と出番がある社会づくり
◎働きづらさを抱えた方が働ける社会をつくるワークダイバーシティを推進し、マネ
ジメントセンターの開設、広域連携の推進
◎障がいのある方、ひきこもりなど長時間働くことが困難な方に対して、週20時間
未満の雇用を創出する超短時間雇用創出事業の広域連携の推進
◎がんサバイバーが、安心して闘病と仕事、子育てを両立できる施策の推進
◎ワークダイバーシティの理念の普及拡大

③ 本物志向の観光まちづくり
◎史跡岐阜城跡整備基本計画に基づき、岐阜市歴史博物館総合展示室のリニュー
アル、岐阜城天守閣の耐震化工事に着実に取り組むとともに、発掘調査による史跡
の保存と、織田信長公の庭園の復元整備、ビジターセンターの整備、山上部の城郭
景観の復元整備などによる活用の推進
◎宿泊税の財源を活かした受入環境整備や誘客促進など、観光振興の推進
◎伝統的漁撈文化ユネスコ登録推進協議会の活動を通して、ユネスコ無形文化 
遺産登録に取り組むとともに、2027年度の鵜飼観覧船事業市営100周年に向けた
準備の推進
◎ 「ぎふ長良川鵜飼かわまちづくり計画」による水辺空間活用や持続可能な鵜飼に
繋げる施策の推進

① 岐阜都市圏の玄関口の整備
◎名鉄名古屋本線鉄道高架化事業の推進
◎岐阜駅北中央東地区・中央西地区第一種市街地再開発事業の推進
◎名鉄高架化事業や岐阜駅北の再開発事業の進捗に合わせたJR岐阜駅のハート
フルスクエアーGと図書館分館を、みんなの森 ぎふメディアコスモスの分館として 
一体的なリニューアルの推進

① 住民自治とソーシャルキャピタル
◎住民自治による芥見東公民館・芥見南公民館・東児童センターの移転・統合の推進
◎各種行事や広報ぎふの配布のあり方など自治会の負担軽減に向けた取り組み
や、有料の指定ごみ袋導入と地域コミュニティのごみステーション支援、持続可能
な地域コミュニティ形成に向けた一括交付金導入の推進など、災害時に共助を担う 
地域を支える施策の推進
◎空き家対策により、継続的な地域コミュニティの支援の推進

② 寄り添う福祉
◎不登校・ひきこもり・8050問題に引き続き一体的に取り組み、全ての人に居場所と
出番のある社会づくりの推進
◎ひきこもり支援の広域化の推進
◎障がい児の発達支援の拠点である恵光学園について、施設のあり方検討の推進
◎拘禁刑の導入により、刑務所の出所者が社会復帰する際、必要な場合には福祉の
支援等を円滑に受けながら更生保護に取り組むことによる再犯防止の推進

④ 防犯・交通安全と災害に強い地域づくり
◎岐阜駅北地区客引き防止に向けた更なる取り組みの推進
◎岐阜市内を管轄する四警察署と連携した特殊詐欺被害の防止対策の推進
◎通学路安全対策ワークショップにより決定した安全対策の実施
◎岐阜北消防署や救助活動等拠点施設の整備、消防団の分団本部の建替えなど 
南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備えた防災体制の強化
◎消防団・水防団の団員確保
◎復興事前準備の取り組みの推進
◎市民生活を支える重要なライフラインである上下水道施設の一体的な老朽化・
強靭化対策、人材確保と受益者負担原則による健全経営の推進

③ 人生100年時代の高齢社会対策
◎子どもや高齢者の見守りによる市民の安心・安全を図るため、見守りサービス 
導入の推進
◎岐阜市民病院の経営安定化に向けた改革の推進
◎がん検診の受診率向上の推進
◎保健事業と介護予防の一体的実施事業に引き続き取り組むことによる糖尿病 
患者対策の推進
◎慢性閉塞性肺疾患（COPD）など非感染性疾患（NCDs）の啓発活動やポピュ
レーションアプローチなどによる市民の健康づくりの推進
◎市営墓地の無縁墳墓の調査を進め、合葬式墓地の整備の推進

⑤市政経営・行政サービスの向上
◎時代に即した「岐阜市未来のまちづくり構想」の改定
◎人口減少時代における公共施設の複合化等あり方を検討し、公共施設等総合 
管理計画の見直しによる公共施設マネジメントの推進
◎旧本庁舎跡の十六FGによる活用の実現
◎旧南庁舎跡、市民会館など、中心市街地の老朽化した公共施設のあり方について
の検討
◎PFS（成果連動型民間委託契約方式）の導入の推進
◎AI活用等による行政サービスのDX化と市民のタイムパフォーマンス向上の推進
◎窓口DXによる「歩かせない・書かせない・待たせない」窓口づくりの推進
◎優秀な人材確保と市職員が働きがいのある職場づくりの推進
◎ごみの減量・資源化に、市民と共に取り組むことで、将来のごみ焼却施設の建設 
コストの抑制、焼却灰の最終処分場の延命などにより、次世代の負担軽減の推進
◎健全な財政運営に意を用いる行財政改革の推進

② 柳ケ瀬エリアのアップデート
◎アーケードの老朽化に対する柳ケ瀬商店街の主体的な取り組みへの支援、柳ケ
瀬広場整備の推進、柳ケ瀬の将来像を示すエリアビジョンの策定
◎旧岐阜高島屋の解体後の跡地活用について、関係者と連携した取り組みの推進
◎文化センター1階のリニューアルによるセントラルパーク金公園とのシームレス化
による回遊性向上の推進
◎柳ケ瀬商店街から始まったリノベーションまちづくりの他地域への更なる波及の
推進

③ 社会インフラや公共交通を
　 活かしたまちづくり
◎国道21号岐阜市内立体化、国道156号岐阜東バイパス、国道22号名岐バイパス

（名古屋高速延伸）、金町那加岩地線、長良糸貫線など広域道路ネットワーク形成の
推進
◎名鉄名古屋本線鉄道高架化事業の推進にあわせて、加納城や中山道など沿線地
域の歴史まちづくり構想を検討。JR長森駅周辺や上川手地区の都市計画に基づく
事業の推進
◎総合交通計画に基づき、自動運転バス"GIFU HEART BUS"の実装、連節バスや
コミュニティバスを軸にし、バスまちばや昼得きっぷの利便性向上
◎岐阜県のLRT構想に対しては、事業費や事業採算性、渋滞対策などの課題につい
て、岐阜県が設置する協議体制に参加し、実現可能性を含めて検証

④ 道路空間や公園など
　 公共空間を活かしたまちづくり
◎道路空間の利活用によるウォーカブルシティ「居心地が良く歩きたくなる岐阜市
のまちなか」に向けた関係機関との協議推進
◎岐阜三輪SICを活かした岐阜ファミリーパーク再整備事業の推進
◎岐阜市民公園（畜産センター）再整備事業の推進
◎子育て環境を整えるための公園の適正配置の推進
◎公募条件に岐阜市が合致するのか確認した上で、中日ドラゴンズ2軍拠点の誘致
を検討

1.「こどもファースト」

2.「経済活性化」

3.「岐阜を動かす
　　社会基盤整備」

4.「持続可能で
　　幸せな市民生活」

Ⅰ. 重点政策

① 名鉄名古屋本線鉄道高架化事業の推進
　2019年に、岐阜県・名古屋鉄道株式会社・岐阜市が覚書を締結し、国土交通省の
事業認可を得て取り組んできた結果、60%（契約件数ベース）を超える用地取得を
実現しました。長年の県民・市民の皆さんの悲願であり、工事着手に向けて、着実に
事業を進めます。
　関連する統合駅周辺、JR長森駅周辺、上川手地区の都市計画に基づく事業、境川
の河川改修、加納城や中山道など沿線地域の歴史まちづくり構想の検討について、
関係機関や地域と連携して取り組みます。

① 公共交通とまちづくりのアップデート
　1期目の選挙公約で、「自動運転都市
づくり」を掲げ、可変性の高い自動運転
技術を公共交通に導入するため、実証
実験を重ねてきました。レベル4自動運
転を実現し、社会実装に取り組みます。
　一方、岐阜県のLRT構想に対しては、
事業費や事業採算性、渋滞対策などの
課題について、岐阜県が設置する協議 
体制に参加し、実現可能性を含めて検 
証します。 ▲ レベル４自動運転バスの新型車両

② 市立新大学の開校に向けた取り組みの推進
　こどもファーストを、不変の方針に位置づけ、小中一貫の義務教育学校「藍川北 
学園」の開校、不登校生徒のための学びの多様化学校「草潤中学校」の開校などに 
取り組んできました。文科省の学校基本調査によると、岐阜県の高校生の県内大学
進学率が22%しかないため、岐阜市で次世代の人材を育成するべく「岐阜市立新
大学基本計画」に基づき、岐阜市立女子短期大学を、男女共学の四年制大学に改革
し、岐阜市の街中で学ぶ「都市まるごとキャンパス」に取り組みます。草潤中学校に 
おける生徒自らの選択と行動を土台にした学びや、義務教育学校における異年齢
の学びや地域との学びを岐阜市教育として大切にし、市立の幼稚園から大学までが 
連携した一貫性のある公教育を行います。

③ 岐阜市民病院の経営安定化に向けた
　 改革の推進
　賃上げ、物価高騰などインフレの影響を診療報酬がカバーできず、赤字となって 
います。救急・小児・周産期医療や感染症・災害医療など、民間病院では採算が見込み 
づらい医療を自治体病院として担っており、岐阜市民病院の持続可能性を確保する 
ことは喫緊の課題です。経営安定化に向けた病院連携の推進などに取り組みます。

④ 住民自治とソーシャルキャピタル
　自治会加入率の低下や、ひとり暮らし高齢者世帯の増加が進んでいます。災害時
には、隣近所の付き合いや自治会活動が力を発揮する共助が不可欠です。住民自
治により、芥見東公民館・芥見南公民館・東児童センターの移転・統合を推進します。 
各種行事や「広報ぎふ」の配布のあり方など自治会の負担軽減に向けた取り組みや、
有料の指定ごみ袋導入と地域コミュニティのごみステーション支援、持続可能な地域
コミュニティ形成に向けた一括交付金導入の推進などに取り組みます。

② 岐阜駅北中央東地区・
　 中央西地区第一種市街地再開発事業の推進
　1期目の選挙公約の1丁目1番地は、岐阜都市圏の玄関口であるJR岐阜駅北の 
再開発事業に取り組むことでした。柳ケ瀬グラッスル35の竣工とセントラルパーク 
金公園の再整備に、先に取り組みましたが、中央東地区では既に除却工事に着手して 
おり、2029年度の竣工に向けて、再開発組合を支援します。

③ 企業立地の推進
　2期目の選挙公約の1丁目1番地は、岐阜市のウィークポイントである企業立地に 
取り組むことでした。ものづくり産業等集積地計画に着実に取り組むことで、三輪 
地域の農業6次産業化、柳津地域の第2期・第3期区域への20社程度の立地、黒野 
地域の岐阜薬科大学キャンパス移転・統合とライフサイエンス拠点を核とした企業 
立地を更に進めます。農業においては、食農教育の推進や都市近郊農業の振興に 
向けた生産緑地制度の弾力的な運用に取り組みます。

④ オール岐阜のまちづくり
　お互いの信頼関係に基づくオール岐阜のまちづくりこそ、岐阜の力です。様々な 
社会課題を、自治体間の連携や官民連携で取り組みます。働きづらさを抱えた方が 
働ける社会をつくるワークダイバーシティの推進や、障がいのある方、ひきこもり 
など長時間働くことが困難な方に対して、週20時間未満の雇用を創出する超短時間 
雇用創出事業を、岐阜市を中心とした近隣自治体と連携して取り組みます。ひきこも
り支援の広域化を図ります。

1.「岐阜を動かす」集大成
　5年間の浪人時代に重ねた市民の皆さん 
との対話から導き出した岐阜市の積年の 
課題を解決し、岐阜が動いたと実感していた
だくために、8年間全力を尽くしてきました。
持続可能で選ばれる街岐阜市であるために、
更に岐阜を動かします。

2. 新たな課題への挑戦


